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バロイル - 5 - ピラゾロンの選択性は、代表的な希土類金属の抽出


































重希土の分離能が向上されること、4' - スルホベンゾ - 12 - クラ






































との立体的反発（ 1 ）、アシルピラゾロンの4 位へのバルキーなア




























































































































































































































































































































































アメリカNSFの Dr. Khosla が
化研のナノテク研究視察
米国の National Science Foundation（NSF）の









































































































































































































② 日本農芸化学会2001年 B.B.B. 論文賞
『烏龍茶や紅茶の香気生成の鍵酵素β-プリメベロシダーゼの
基質特異性』







































































































































































































































































































































































































































































































































DNA認識および遺伝子制御 PEI, R. 1,000
求核触媒を用いる不斉反応 OZTURK,O. 900
高分子の絡み合いダイナミックスについての
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Institute for Chemical Research
Kyoto University
今回「黄檗」がリニューアルになるので、これまでの表紙のヘッ
ディングの由来を書くようにとの依頼を受けました。作成時のイ
メージ、経緯や思い入れのようなことを書いてみたいと思います。
8年位前だったと思いますが、新庄先生から化学研究所の広報
誌を出すことになったので君に表紙のデザインをしてもらいた
いと話がありました。先生が中心になる国際会議の表紙のデザ
インをしていることもあり、私に任されたのだと思います。そ
の時、広報誌のタイトルが「黄檗」であることと、化学研究所
には様々な分野からの研究者が集まって大きな成果をあげてい
ることをイメージしてデザインして欲しいと言われました。
デザインをするにあたっては、シンプルな物ほど美しいと常
に考えておりますので、そのように心がけました。様々な分野
からの研究者が化学研究所に集まり、互いに影響しあいながら
大きく広がっていく様子を広がる線を用いて表現し、様々な分
野を複数の点とするところをシンプルにするため二点からの線
で表現しました。左右の二点からの線の広がりの途中に黄檗の
文字を化学研究所として象徴させています。黄檗の二文字の間
にある白い部分は、研究者の互いに交じり合ったエネルギーで
満ちた空間のイメージです。最近の表紙には私のデザインに化
学研究所のロゴが加わっていますが、これは、このエネルギー
で満ちた空間から成果が生まれて来る様子を象徴していると理
解しています。
線と文字の色は、黄檗からイメージした色であり、同時に新
緑＝エネルギッシュを表現しました。また、漢方薬の一つであ
る黄檗（黄柏）や黄檗宗を開いた隠元禅師が中国から伝えたイ
ンゲン豆の緑もイメージにありましたし、黄檗が長い歴史の地
であることも緑の色に込めました。
最後に、化学研究所の広報の表紙に自分
のデザインが使われ多くの人の目に触れて
いること、またデザインのイメージを残し
ながらのリニューアルになると聞き、改め
て重みを感じています。
（技官：楠田敏之）
化研点描
